
 

 ２０１４連合平和４行動の最後になる、２０１４「連合平和行動 in 根室」が、９月１３

日（土）～１６日（火）の３泊４日の日程で開催され、連合山形より、１８名を派遣し、 

２０１４平和ノサップ集会（会場：納沙布岬）・「北方領土返還を求める連合シンポジュ

ウム」（会場：根室市総合文化会館）の中で、北方領土の歴史と、今の現状、日本固有の

地としての返還運動の推進について、体験学習をおこなってきました。 
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1 石 山
い し や ま

恵 子
け い こ

電機連合（東北パイオニア労組） 10 齊 藤
さ い と う

司
つかさ

ＪＰ労組　（山形中央支部）

2 佐 々 木
さ さ き

晴 美
は る み

電機連合（書記） 11 田 中
た な か

亮 太
り ょ う た

ＪＰ労組　（山形中央支部）

3 齋 藤
さ い と う

栄 喜
え い き

情報労連（ＮＴＴ労組山形分会） 12 黒 石
く ろ い し

末 央
み お

酒田飽海地協（東北東ｿｰ化学労組）

4 齋 藤
さ い と う

利 範
と し の り

情報労連（ＮＴＴ労組山形分会） 13 上 野
う え の

利 明
と し あ き

鶴岡田川地協（ＪＰ労組鶴岡支部）

5 阿 部
あ べ

貴 之
た か ゆ き

電力総連（東北電労山形支部） 14 大 鳥
お お と り

満
みちる

新庄最上地協（キリウ山形労組）

6 渡 邉
わ た な べ

重 人
し げ と

交通労連（第一貨物労組） 15 大 沼
お お ぬ ま

好 春
よ し は る

北西村山地協（ＪＰ労組山形中央支部）

7 二
に

戸
と

正 俊
ま さ と し

交通労連（山形交通労組） 16 細 谷
ほ そ や

英 司
え い じ

山形地協　　（東北電労山形支部）

8 安 食
あ じ き

洋 志
ひ ろ し

自治労　（戸沢村職労） 17 須 貝
す が い

篤 志
あ つ し

置賜地協（ｺﾊﾞﾚﾝﾄﾏﾃﾘｱﾙ労組小国支部）

9 推 名
す い な

秋
あ き

未
み

自治労　（山形市職労） 18 柏 木
か し わ ぎ

実
みのる

連合山形

氏　　　　名 所　　　　属所　　　　属氏　　　　名



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

派遣者感想文 

「北方領土問題の現実に触れて」 

 私は平成生まれ。「北方領土問題」を知らない世代です。元島民の方々の平均年齢は 80 歳

代なのに対し、私のように北方領土を知らない世代が、日本人口の約８割を占めているとい

う事実。 

 元島民 3 世の西田裕希氏の講演には驚くことばかりでした。私が思っていた北方領土問題

は、歴史の授業で学習したに過ぎず、どこか遠いところの出来事という、あいまいなもので

した。 

 今回の学習活動を通じ、北方領土問題に対する私の意識は大きく変化しました。ロシア側

が条約規約を一方的に 

無視し、島を占拠したことにより、多くの島民が犠牲になったこと、生まれ育った故郷へ帰

ることが出来なくされてしまった事は重大な問題です。 

 今、北方四島は、ロシア人が住み、施設やインフラが整備が進んでいます。もはや元々ロ

シア領だったような風潮になっていることは、誰にでも理解できます。 

 元島民の方々と北方領土問題以降に誕生した人口割合を考えると、北方領土問題は時効付

きの現在進行形のように感じました。 

 北方領土問題は国家同士の交渉で解決する課題ではありますが、多くの皆さんが事実を知

らない大きな国民問題に感じてきました。            山形市職労 推名秋未 

 

 

 

 



 


